
病院概要

福岡徳洲会病院（以下，当院）は，九州北部の福岡都
市圏中央部に位置する春日市に，1979年10月に徳洲会
グループの６番目の病院として開設されました。開設当
初は150床でしたが，2014年９月に新築移転し，現在
は602床の病院として運営されています（写真１）。年
中無休の24時間体制で年間約１万３千件の救急車を受
け入れており，「生命を安心して預けられる病院」「健康
と生活を守る病院」を理念に地域医療を支援しています。
さらに，国際的な医療機能評価であるJoint Commission 
International（JCI）認証を取得し，地域災害拠点病院
としても質の高い医療を提供しています。薬剤部の概要
を表１に示します。

PBPM

Protocol based pharmacotherapy management（以下，
PBPM）は，タスク・シフトおよびシェアを推進する有
用なツールです。当院では2020年に初めてPBPMを導
入し，2024年10月現在，15種類のPBPMに拡大してい
ます（表２）。PBPMの内容は，「代行処方」「代行検査オー
ダー」「疑義照会の簡素化」「代行休薬指示」など多岐に
わたっており，薬剤師の重要な業務として定着していま
す。2022年からは，手術室担当薬剤師が麻酔科医に代
わって術前休薬を指示するPBPMも開始しました。術前
休薬が適切に行われなかったために安全な手術管理が難
しかった症例もありましたが，PBPM導入により休薬遵
守率は上昇し，さらに，ACE阻害薬やアンジオテンシン
Ⅱ受容体拮抗薬（ARB）を服用している患者の術中低血
圧の発生率も減少したことから，麻酔科医の負担軽減と
手術の安全性向上に大きく寄与しています。今後も，
PBPMを通じた患者アウトカムの改善成果を蓄積し，薬
剤師がその職能を十分に発揮できる環境整備に努めてい
きます。

写真１　病院の外観

表１　薬剤部の概要（2024年10月現在）

薬剤師数　 54名
院外処方箋発行率 77.7％
薬剤管理指導料算定件数 2,747件
学位・専門・認定薬剤師数

日本病院薬剤師会 感染制御専門薬剤師 1名
日本病院薬剤師会 病院薬学認定薬剤師 8名
日本医療薬学会 医療薬学専門薬剤師 5名
日本医療薬学会 医療薬学指導薬剤師 3名
日本医療薬学会 がん専門薬剤師 2名
日本医療薬学会 がん指導薬剤師 3名
日本医療薬学会 薬物療法専門薬剤師 1名
日本医療薬学会 薬物療法指導薬剤師 1名
日本臨床腫瘍薬学会 外来がん治療専門薬剤師 1名
日本臨床腫瘍薬学会 外来がん治療認定薬剤師 1名
日本化学療法学会 抗菌化学療法認定薬剤師 1名
日本小児臨床薬理学会 小児薬物療法認定薬剤師 2名
日本臨床栄養代謝学会 NST専門療法士 1名
日本臨床救急医学会 救急認定薬剤師 1名
日本臨床救急医学会 救急専門薬剤師 1名
日本循環器学会 心不全療養指導士 2名
日本糖尿病療養指導士認定機構 糖尿病療養指導士 8名
日本薬剤師研修センター 認定実務実習指導薬剤師 5名
日本薬剤師研修センター 研修認定薬剤師 7名
日本薬剤師研修センター 漢方薬・生薬認定薬剤師 2名
日本アンチドーピング機構 スポーツファーマシスト 1名
ICD制度協議会 インフェクションコントロールドクター 1名
博士（薬学） 5名

NST：nutrition support team

薬剤師が描く輝く未来
～患者に寄り添うプロフェッショナルを目指して～
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救急医療

2021年より平日日勤帯の緊急治療室（emergency 
room：以下，ER）に薬剤師が常駐しています（写真２）。
薬剤師の主要業務の１つとして，救急搬送患者の薬剤情
報の収集がありますが，常用薬の正確な把握と記録は極
めて重要です。収集した薬剤情報の微妙な違和感が，診
断の精度に大きな影響を与える場合もあります。また，
薬剤師は様々な薬剤使用プロトコルの策定にも主導的な
役割を果たしています。特に抗凝固薬に対する拮抗薬は
緊急時に使用される医薬品であり，その投与量の計算や
調製が非常に複雑です。プロトコルを作成することで，
処方や調製の誤りを防ぎ，薬剤師が不在の時間帯でも適
切な管理体制を維持しています。さらに，薬剤師は心肺
停止患者や重症患者への対応にも積極的に関与していま

す。薬剤師の職務範囲は限定されているものの，医薬品
の調整，蘇生に用いるアドレナリンのタイマー管理，必
要な情報収集や環境整備など，可能な範囲で積極的に介
入しています。こうした積み重ねによって，救急外来の
緊急体制「トラウマモード（重症外傷対応）」にも薬剤
師が編成されるようになり，現場における薬剤師の重要
性は増しています。薬剤師の救急外来への配置は徐々に
進展しており，日本病院薬剤師会の調査によれば，２次
救急施設の約40%で常駐またはオンコール体制が整備さ
れています。当院では，ERでの活動から得られた知見
を学会発表や論文報告として積極的に発信し，ERにお
ける薬剤師の役割が認知・評価されるよう努めています。

レジデント制度

2024年３月に公表された「薬剤師臨床研修ガイドラ
イン」では，卒前教育で培った資質や能力を基盤とし，
患者および他職種と密接に連携しながら業務を遂行する
ことで，医療チームの一員として臨床能力をもつ実践的
な薬剤師の育成を目指すとされており，薬剤師レジデン
ト制度は卒後臨床研修の一環として位置づけられていま
す。当院では，高度医療や離島・へき地医療に対応でき
る臨床薬剤師の育成と科学的思考力の養成を目的とした，
２年間の薬剤師レジデント制度を設置しています。１年
目は，調剤，処方監査，抗がん薬調製，病棟業務など，
基礎的な臨床スキルを習得する期間と位置づけています。
２年目は，スキル/キャリアアップコース，がん専門コー
ス，感染制御専門コースの３つの専門コースから選択し，
それぞれの領域で専門知識と技術を深めるとともに，臨

写真２　ER薬剤師の活動

表２　PBPMの一覧

領域 取り組み名 内容

処方箋

薬剤師による処方の代行オーダー（処方修正，新規処方，処方削除） 処方入力支援

当院処方における問い合わせ簡素化プロトコル（すべての当院処方が対象） 問い合わせの簡素化

院外処方の問い合わせ簡素化を目的とした包括的事前合意プロトコル 問い合わせの簡素化

鎮咳薬の供給不足に伴う問い合わせ簡素化プロトコル 問い合わせの簡素化

がん化学療法

がん化学療法患者のHBV再活性化防止に向けたHBV関連検査の代行オーダー

検査入力支援免疫チェックポイント阻害薬関連血液検査の代行オーダー

がん化学療法患者に対する薬剤師による血清亜鉛濃度検査の代行オーダー

薬物療法全般
（適正使用）

薬剤師による医薬品に関連した血液・尿検査の代行オーダー 検査入力支援

ワルファリン服用患者に対するPT-INRの代行オーダー 検査入力支援

ジスチグミン服用患者に対する血清ChE濃度の代行オーダー 検査入力支援

抗菌薬 バンコマイシンの血中濃度検査の代行オーダー 検査入力支援

救急 整形外科緊急入院患者に対するER担当薬剤師による持参薬処方の代行オーダー 処方入力支援

リハビリ リハビリテーション科定期処方の代行オーダー 処方入力支援

新生児 NICU担当薬剤師によるビタミンK2シロップの定期継続処方の代行オーダー 処方入力支援

周術期 手術室担当薬剤師による麻酔科医術前休薬の代行オーダー 指示入力支援
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床研究や学会発表を通じて科学的思考力を強化し，チー
ム医療の一員として患者中心の医療を提供できる薬剤師
の育成に努めています。

応援制度

徳洲会グループは，離島や地方に病院を建設し，地域
医療の発展に貢献しています。しかし，これらの地域で
は医療従事者が慢性的に不足しています。そのため，当
グループでは主に都市部の病院から離島や地方へ職員を
交代で派遣する応援制度を古くから導入し，医療従事者
不足に対応しています。当院でも，２ヵ月ごとに薬剤師
を交代で派遣しており，この取り組みは「病院薬剤師確
保の取組みの手引き」に記載されている出向制度の一環
として実施されています。応援制度は，出向する薬剤師
にとって地域医療の現場で業務を学ぶ貴重な機会となり，
また，出向先の病院にとっては他施設で導入されている
先進的な業務を自院に展開するきっかけにもなります。

さらに，２ヵ月の離島や地方での滞在を通じて，出向す
る薬剤師は地域の魅力を直接体験することもできます。
応援制度は，単に医療従事者不足に対応するだけでなく，
全国に良質な医療を届けるための重要な役割を果たして
います。

おわりに

薬剤部は，地域医療の発展と安全な医療の提供を目指
し，PBPMの導入や救急医療における薬剤師の貢献，レ
ジデント制度を活用した臨床薬剤師の育成などを通じて，
チーム医療の強化を推進しています。また，徳洲会グ 
ループの応援制度を活用し，都市部と離島・地方の医療
をつなぐ橋渡し役としても大きな役割を果たしています。
今後も，さらなる医療の質向上と地域医療への貢献を深
め，患者に寄り添う姿勢を大切にしながら，病院薬剤師
としての責務を果たし続けることが目標です。

●　　　　　　　　 お 知 ら せ　　　　　　　　 ●

� 令和６年８月９日

　令和６年９月２日（月）より日本病院薬剤師会事務局の電話受付については，自動振り分けのシステムを導入致します。
　振り分けについては下記をご参照ください。なお，本会への電話は，サービス向上のため録音をさせていただきます。

代表番号
03-3406-0485

1. 病院薬学/
HOPESS 2. 各種専門領域 3. 会員管理/

賠償保険

①ID，パスワード
不明/操作 ②保険の申込み ③保険の補償内容 日病薬誌発送/

保険の会員資格

４. その他

①シクミネットサポートセンター：03-3490-0776　問い合わせフォーム：https://jshp.shikuminet.jp/contact/
②銀泉㈱　アステラス保険営業部：03-6772-2885　③損害保険ジャパン㈱：03-3349-5137

電話受付の自動振り分けシステム導入のお知らせ
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